
基礎蝠 , よく使われる文の形
2 よく使われる躙と書現
3 引用
4 句睦点

ユ■■■■11
6 まとめの籠ヨ

原稿用紙の使い方は、1つの回(マス)の中に1つの文字、記号を入れるのが原則である。 「ア

イザック・ニユートン」の場合、「・」や小さい 「ユ」も1つのマスを使って書かなければいけな

い。この他にも原稿用紙を使う際に気を付けなければならない点がいくつかあるので、まとめて紹

介しておこう。

5-1 横書きの場合

(1)錫讐・腱事 冒讐あ書き方

ふつうの文字はマスの中央に書かれるが、促音 「ツ」や拗音 「ユ」は左下に小さく書かれる。

(2)主 な記号の用法と書き方

a。「 」(かぎ) 引用語 。表題に使う。また、地の文(自分が書いている文章)と分けたいと

思う語句を囲むときに使う。

『 』(ふたえかぎ)書 名に使う。また、「 」の中にさらに 「 」を使いたいときに使う。

c。 ( )(か つこ)注 釈・注意書きをかこむ。句読点は( )の 後に打つ。

d.。 (まる)文 の終上に打つ。行頭の「。」はその前の行末に送つて打つ。

「 論 :文 だ|。:」 (:論
1文 だ|) 。i「 :論 文 |だ。」

e。 、(てん)文 や語句の中止に打つ。詳しくは「4 句読点」を参照すること。

『:栞 キ:藷:鏡:』 の 1記

1   :

録 1者 :の 1:人 :で あ り、
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う:なよ :で :次』:の:中:こ
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る:」問 :題 :で :あ: が『:気!』

1:年
:後 :)約 :満 了

:時 :
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f.0(な かてん)単 語の並列の間に打つ。小数点・外国語のくぎりに使う。ただし、小数点は

横書きではピリオド「.」を使う。

い つ か は 世 界 の 「 ナ :ン バ :― :ワ ン:」

g。一― (なかせん)「すなわち」の意味に使う。また、補助的説明の語句を文中にはさんで( )

で囲むよりも地の文に近く取扱いたい
｀
ときに使う。

子 :供 :の :住 :み や す :い 社 △
ム :子 :供

の :人

権 が 守 :ら
ミ

オt る :社 :会 を:作三らな け オt

h。一 (つなぎてん)「 から～まで」の意味に使う。

紀:14:世 末 : ―
:15:世 :紀 る :と :有 :力

〔文献2p.166〕

「 」( )の ような2つで1組となる記号を使用する場合、原稿用紙の行末の最後のマスを 「(

で終わらせたり、行頭の最初のマスを 」 )で 始めたりすることはできない。

次の行の最初のマスヘ

→

前の行の最後の文字と同じマスヘ

→

(3)数 字 ・ローマ字の書き方

文 脈 1の :効 果 |( R ed er :19三83:):のI研究
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大文字は 1マ スに 1文字、小文字や数字は 1マ スに2文 字書き入れる。



鶴二l封舗脱熱
縦書きと積書きとでは

孝ヽ脊曽な原帯用紙の使い方は同じだが、文字を書く場所や記号の向きな

ど細かい点で違いがあるPi‐ 。.                   _

(1)拗 音・促音。長音の書き方  ‐

(2)主 な記号の用法と書き方

(3)数 字 ・ローマ字の書き方

5-3 手書き原稿

(1)縦 書き原稿
(2)横 書き原稿
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